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1. はじめに 

電磁波の医療応用に関する研究において，鮮度に依存

して組織の電気定数が変化することが確認された[1]．そこ

で本研究では，市販のブタ肝臓を用いた計測により，鮮度

に依存した電気定数変化について定量的な調査を行った． 

2. 鮮度と周波数電気特性の関係 

先行研究[1]では，組織の鮮度低下により導電率が上昇

し，特に 1 MHz以下の帯域でその変化が大きいことが確認

された．この帯域では，生体組織の電気定数において β 分

散が現れる[2]．β 分散は，細胞膜がコンデンサとしての機

能を持つことが原因である．ここで，鮮度の低下により細胞

膜が劣化すると，静電容量が失われ，導電率が上昇すると

考えられる．したがって，本研究では細胞膜影響が顕著な

β分散領域における鮮度依存性に注目した． 

3. 鮮度依存性の計測方法 

β 分散領域における電気定数を，LCR メータ（Waynee 

Kerr Electronics 社製 6530B）を用いた二端子法により計

測した．ブタ肝臓は直径 30 mm，長さ 80 mm にトリミングし

て試料とし，両端に銅板電極を配置した．これらの計測風

景および二端子法の模式図を図 1に示した． 

鮮度による電気定数変化を記録するために，室温（14.0

～17.0 ℃）で放置し，任意の時刻で計測を行った．ただし，

組織は常に容器で密封して外気との接触を避け，ドリップ

により密封が困難になった時点で計測を終了した．本計測

は 3 回行い，それぞれ同一ブタ肝臓よりトリミングした 2 片

の試料の電気定数を記録した． 

4. 記録結果 

10 kHz における比誘電率および導電率の経日変化（初

期値規格化値）を，それぞれ図 2 および図 3 に示した．た

だし，それぞれの臓器をトリミングした時刻を実験開始時刻

とした．比誘電率では，試料ごとの違いが大きかった．一方，

導電率では，いずれの試料においても経日変化が確認で

きた．以上の結果から，電気定数変化は鮮度に依存し，特

に導電率において規則的な変化が現れることが分かった． 

5. 今後の課題 

今後は同じ条件で試料数を確保し，また，組織のドリップ，

密度，温度等の条件も検討する予定である． 
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図 2 10 kHzにおける比誘電率 
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図 3 10 kHzにおける導電率 
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図 1 計測方法 

(a) 計測風景 (b) 二端子法 

 

 
測定試料 

20 Hz ～ 30 MHz 
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